
オプションの当日追加はできません、予めご予約下さい。

（項目によって日程を変えて頂く場合もございます。）

料金はご加入の健保の契約料金が優先されます。ご了承下さい。
　

項目
料金

（税込）
内容

☆DWIBS全身MRI検査 ¥69,300
DWIBSは体幹部（首下から骨盤まで）のがん組織を検出します。別紙参照

※ドック当日の検査はできません。後日の実施になります。

☆膵臓MRI検査 ¥29,700

MRI検査にて、胆管、膵管撮影を行います。

膵臓がんの早期発見、早期治療につなげます。別紙参照

※ドック当日の検査はできません。後日の実施になります。

睡眠時無呼吸症候群検査 ¥6,600

後日検査機器が自宅に届きます。ご自宅で検査を行います。鼻呼吸、血中酸素量で

無呼吸の有無をみます。高血圧の方でいびきをかく、日中の眠気が強い、夜間頻

尿、起床時頭が重いと感じる方に検査をお勧めします。※結果郵送

Viewアレルギー39検査 ¥15,000

アレルギー疾患において原因になりやすい項目を一度に約40種類調べることがで

きます。結果は後日になります。（血液検査）※結果郵送

【二次元コードからアクセスください】

アレルギー検査

花粉セット
¥6,000

スギ、ヒノキ、ブタクサ、ヨモギ、カモガヤ、シラカンバの項目を調べます。

結果は後日になります。（血液検査）※結果郵送

☆肺ＣＴ検査 ¥11,000
40歳以上で喫煙指数400以上（喫煙指数=1日の喫煙本数×喫煙年数）の方に限り

ます。※結果郵送

☆脳ドック

　MRI・MRA

（頸動脈含む）

¥40,700

MRI→電磁波を使って脳の断層像を映し出す検査（頭部のみ）

MRA→電磁波を利用して血管の状態を画像化する検査（頭部+頚部）

※結果郵送

☆胃カメラ ¥5,500 内視鏡にて胃の病変の有無を調べます。(経鼻・経口選択可)

内臓脂肪測定検査 ¥3,300 CT画像から、内臓脂肪・皮下脂肪量を測定します。

消化器系がん検査

（ＣＥＡ・ＣＡ19-9）
¥4,070 大腸がん・膵臓がん・胆道がんに特異的に反応する検査です。

卵巣がん検査

（ＣＡ125）
¥2,200 卵巣がんに特異的に反応する検査です。

ピロリ抗体検査 ¥2,200
血液中のピロリ抗体を測定します。胃透視検査の方のみ実施

胃カメラの方は行う必要がありません。

蜂アレルギー抗体検査 ¥3,300
蜂の毒に対する抗体を調べアナフィラキシーショックに備えます。

結果は後日になります。（血液検査）※結果郵送

子宮頚がん検診 ¥4,400 異型細胞、がん細胞の有無を調べます。

婦人科エコー ¥3,300
子宮頚がん検診の内診の際に超音波にて行います。子宮筋腫・子宮

内膜症・卵巣嚢腫などを調べます。

乳がん検診

（マンモグラフィー1方向）
¥4,840 X線によるマンモグラフィー検査で、がん等の所見の有無を調べます。

乳がん検診

（エコー）
¥4,950

超音波による検査で、がん等の所見の有無を調べます。

乳腺の発達が進んでいない方には効果的ですが、当院ではマンモグラフィー

をおすすめしてます。

前立腺がん検査

（PSA)
¥2,200 前立腺がん・前立腺肥大に特異的に反応する検査です。

骨密度検査

<足の踵で測定>
¥2,200

超音波検査で骨量を測定し、骨粗鬆症の早期発見・予防に努めましょう。

早期から予防すると効果的です。

連絡先）　静岡市葵区北番町23番地　　JA静岡厚生連　静岡厚生病院　健康管理課

　　月～金曜日　午後13：00～16：00　　　TEL054-272-1466　　FAX054-271-8826

1日ドックオプション検査のご案内

NEW!

NEW!

NEW!



《腫瘍マーカ－》

■消化器系がん検査（主に大腸・膵臓・胆のう等）

ＣＥＡ ： 大腸がんをはじめとする各種の消化器系がんスクリーニングように用いられる検査です・

膵炎、腎不全、甲状腺機能低下症でも高値になることがあります。

また、喫煙者では腫瘍がなくても上昇することがあります。

CA19-9 :  消化器系とくに膵臓、胆道がんで高値を示します。

■卵巣がん検査

ＣＡ125 ： 卵巣がんで特異的に反応を示します。

また、子宮内膜症、子宮筋腫でも反応して値が高くなります。

《ピロリ菌検査》

■ピロリ菌とは？

■ピロリ菌が起こす病気とは？

■ピロリ菌に感染していたら？

《蜂アレルギー健診》

■蜂アレルギーとは？

■注意すべき蜂の種類

■このような方は注意！

■異常値がでたら？

人を指す習性があるのは、スズメバチ、アシナガバチ、

ミツバチの3種類です。

・農林関係 ・電気設備関係 ・ゴルフ場

・養蜂業 ・スポーツ ・レジャーなどで山間部に出かける場合

血液検査で蜂毒のｌｇＥ抗体というタンパク質に異常値がでた場合は、皮膚科に受診してアナフィラキシー

ショックの応急処置法である携帯用の自己注射薬処方、自己注射指導が実施されます。

ピロリ菌は『ヘリコバクター・ピロリ菌』という名前の細菌で、50才以上の日本人の70～

80％以上が感染していると言われています。

ピロリ菌は経口感染と考えられ、以前井戸水を飲んだことがある方や、幼児期に口移しで食べ物

を摂取したことがある方なども感染している可能性が高いといわれています。

ピロリ菌に感染すると、まず急性胃炎が起き、長い年月をかけて萎縮性胃炎となり、胃がんにな

る可能性が4～10倍に増加すると考えられています。

また、胃潰瘍、十二指腸潰瘍の患者さんは、ピロリ菌に感染していることが多く、潰瘍の発症な

らびに再発に関係していることがわかっています。

胃がんを予防するためにもピロリ菌に感染していることが判明した場合は、除菌治療が勧められ

ます。

蜂に刺された後、かゆみや発赤のような皮膚炎、または嘔吐や寒気などの症状を起こすことがあ

ります。

蜂毒の中にはアレルギー反応を起こす成分（アレルゲン）やヒスタミンが含まれているため、場

合によっては重症のアナフィラキシーに至る危険性があります。

厚生労働省の調査によると、蜂刺されのアナフィラキシーショックによる死亡例も報告されてお

り、その多くは40歳以上の男性でした。

血液検査

血液検査

血液検査


